
令和６年３月定例会 代表質問・一般質問発言通告一覧 

令和６年３月５日  

【代表質問・一般質問】 

令和６年３月５日（火）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

１ 

【代表質問】 

梅 原 哲 史 

（創政会） 

当初予算 

○ 令和６年度当初予算について 

・ 令和６年度当初予算の概要は 

・ 歳出が過去最大となった主な要因は 

・ 「医」の分野での主要な施策は 

・ 「災害」の分野での主要な施策は 

 

自然災害 

○ 想定される大地震対策について 

・ 綾部市建築物耐震改修促進計画の進捗状況は 

・ 耐震診断及び耐震改修の促進を図るための支援の拡充は 

・ 耐震診断及び耐震改修の促進を図る施策の周知方法は 

・ 自助・共助の要である自治会の加入率状況は 

・ 道路啓開計画の策定は 

・ 倒壊家屋のがれきの撤去方法は 

・ 綾部市災害廃棄物処理計画でがれきの撤去は可能か 

 

教育 

 ○ 不登校支援について 

  ・ 綾部中学校「あいルーム」の評価は 

  ・ やすらぎルームの更なる利用のためには 

  ・ 「あいルーム」は他の小・中学校に増設されるのか 

 

商工 

 ○ Ｉ・Ｔビルの今後の利活用について 

  ・ Ｉ・Ｔビルの利用状況は 

  ・ 施設全体のリニューアルが必要では 

  ・ 商工業の振興の拠点として更なる拡充は 

  ・ 市民の交流活動の拠点として更なる拡充は 

  ・ 旧綾部市図書館の跡地利用は 

 

２ 

【代表質問】 

塚 﨑 泰 史 

（日本共産党） 

暮らしと生業 

 ○ いまこそ暮らしと生業の応援最優先の施策を 

・ 市内経済の状況と見通しは 

・ 物価高騰の影響を受けた事業所への支援は 

・ 人材不足の状況と支援は 

・ 住宅リフォーム助成制度の創設を 

・ 中小企業を地域経済の主役に 

・ 市民の暮らしの実態は 

・ いまこそ市民の暮らし全力応援で、人にやさしい「福祉のまちづ

くり」を 



防災 

○ 能登半島地震の教訓から、原子力災害時の住民避難計画の問題点に

ついて 

・ 能登半島地震が問いかけたことは 

・ 住民避難計画の実効性は 

・ 原発再稼働はやめて、住民避難計画の検討・見直しを 

 

環境 

 ○ ＰＦＡＳ汚染対策の強化を 

・ 事業場から天野川へ放流され続けているＰＦＡＳへの対策の現状

と見通しは 

・ 事業場のある地域全体を対象にした各種検査による全容解明と対

策を進める考えは 

・ 立ち入り調査を含め、事業場への対策を強化する考えは 

 

３ 

【代表質問】 

片 岡 英 晃 

（民政会） 

当初予算 

 ○ 令和６年度当初予算について 

・ 当初予算編成のポイントは（歳入、市債、基金残高等について） 

・ 「職」の分野での主要な施策は 

・ 「住」の分野での主要な施策は 

・ 「教育・情報発信」の分野での主要な施策は 

・ 物価高騰対策は 

商工 

○ 労務費の価格転嫁について 

・ 指針の内容は 

・ 市内企業の状況は 

・ 市としての支援は 

 

教育 

 ○ 部活動の地域移行について 

・ 試験的に行う２種目の詳細は 

・ 保護者、生徒、教職員への説明状況は 

・ 他の競技の協議状況は 

・ 文化部の状況は 

 

国保 

 ○ 国民健康保険について 

・ 引き上げに至った経過は 

・ 近隣市の状況は 

・ 引き上げによる影響は 

 

４ 
中 島 祐 子 

（みらいのあやべ） 

予算 

 ○ 本市の課題と令和６年度予算について 

・ 地方交付税の新たな算定項目に「こども子育て費（仮称）」が創設

されたが、本市への交付総額は増加するか 

・ こども・子育て政策の地方単独事業の増額分や「こども・子育て

支援事業債（仮称）」の活用方針は 

・ 空き家活用と木造住宅耐震改修費補助の推進を 

・ 女性用、乳幼児用品の防災備蓄と防災・危機管理部局への女性職

員配置を 



・ 災害時協力井戸の事前登録制度の導入を 

 

防災・原発 

 ○ 大地震と原発の危険性、安全対策について 

  ・ 能登半島地震の被害実態から、大飯・高浜原発の即時停止を求め

るべきでは 

・ 放射線防護施設の収容可能人数と地震対策は 

・ 屋内退避可能なコンクリート建物の収容可能人数と地震対策は 

・ ヨウ素剤の運搬及び避難できない場合の配布方法は 

・ 地震との複合災害を想定し、どのようなことから対策を強化する

のか 

 

５ 
松 本 幸 子 

（創政会） 

防災 

○ 福祉避難所について 

・ 本市の福祉避難所の提携数は 

・ 能登半島地震では２割程度しか開所できなかったと聞く。そうい

う緊急時の取組は 

 

男女共同参画 

○ 避難所設置・運営について 

・ 災害対応できる女性職員の育成は 

・ 各地域にも女性防災リーダーが必要。男女共同参画担当課・福祉

関係の担当課・防災・危機管理課連携の住民向けの研修が必要と考

えるが 

 

人口 

○ 少子化対策について 

・ 近年の出生数は 

・ 令和５年度が特に減少。原因は 

・ 婚活支援事業費補助金の近年の活用状況は 

・ 故郷を消滅させてはならないという全市民の意識の醸成が大切 

と思うが、市の考えは 

市民サービス 

 ○ 行政サービスのデジタル化について 

・ 綾部市デジタル戦略推進本部設置の経緯と役割は 

 ○ 窓口改革について 

・ 「お悔やみワンストップ」や「書かない窓口」等の導入について

の考えは 

・ 市民の利便性を考慮すると、土日開庁も必要ではないか 

 

 

 



【一般質問】 

令和６年３月６日（水）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

６ 
吉 崎 篤 子 

（日本共産党） 

子育て支援 

○ 子どもの医療費の高校卒業まで無料化の早期実現を 

・ 子どもの医療費助成制度の変遷、受診状況、市の独自策は  

・ 高校卒業までの入院費助成拡大の概要は 

・ 高校卒業まで通院費助成を拡大した場合の試算と見通しは 

 

防災 

○ 木造住宅の耐震改修の促進を 

・ 令和６年能登半島地震における被害状況は 

・ 綾部市建築物耐震改修促進計画の見直しは 

・ 木造住宅の耐震診断と耐震改修の補助実績は 

・ 耐震改修促進のための課題は 

 

７ 
後 藤  光 

（創政会） 

商工、教育、子育て 

○ あやテラスの利用状況について 

・ 地域交流センターの利用状況は 

・ 図書館の利用状況は 

・ あやっこひろばの利用状況は 

・ 来場者の利便性について 

 

福祉 

○ 重層的支援体制整備事業について 

・ 基盤整備の進捗状況は 

・ 従来の連携会議との違いは 

・ 実施によりどのような効果が期待できるか 

 

８ 
本 田 文 夫 

（民政会） 

企画 

○ 令和６年度機構改革について 

  ・ 令和６年度機構改革の概要及びポイントは 

  ・ 健康こども部の課題について 

  ・ 庁舎内の各部署の配置は 

 

建築 

○ 新都市公園のインクルーシブ遊具について 

・ 新都市公園整備工事の進捗状況は 

・ どの様なインクルーシブ遊具が計画されているのか 

 

福祉 

 ○ 夜間・オーバーナイト人工透析について 

  ・ 綾部市内の人工透析を行っている医療機関及び規模は 

・ 綾部市内で腹膜透析・血液透析を受けておられる患者数は 

・ 透析患者に対する通院補助はできないか 

・ 近隣市町村で夜間・オーバーナイト人工透析を実施している病院 

 は 



・ 綾部市立病院で夜間・オーバーナイト人工透析の施設運用ができ

ないか 

 

消防 

 ○ 応急手当インストラクターの市長表彰について 

  ・ 普通救命講習受講者数は 

・ バイスタンダーの件数及び心肺蘇生件数・社会復帰率は 

・ 応急手当インストラクターの登録者数及び登録年数は 

・ 応急手当インストラクターの方に普通救命講習会の指導員をお世

話になった回数は 

・ 応急手当インストラクターへの感謝状贈呈の状況は 

・ 綾部市功労者表彰条例に基づく表彰はできないか 

 

９ 
安 藤 和 明 

（民政会） 

人口問題 

○ 将来推計人口の更新と綾部市の今後の取組について 

・ 新たに公表された社人研の将来推計人口について市の分析や対応 

 は 

・ 令和６年度予算における本市の人口減少・高齢化・集落機能低下

への対策は 

・ 移住定住獲得競争の過熱と本市の取組について 

・ 新たなまちづくりを目指すための「自分ごと化会議」について 

 

広域行政 

○ 広域連携行政の成果について 

・ 中丹地域有害鳥獣処理施設と京都府中・北部地域消防指令センタ

ーなど広域連携行政の成果について 

 ○ ごみ焼却施設の現状と将来について 

・ 一般廃棄物処理施設に関する国の動向や京都府・本市の現状と広

域化・集約化計画への取組は 

・ 第３期連携都市圏ビジョンへ向けて広域的ごみ処理施設建設の研

究について 

 

福祉 

 ○ ８０５０問題綾部市の取組について 

・ ８０５０問題の社会的現状と綾部市の現状把握は 

・ 相談窓口など対策は 

 



 

10 
渡 辺 小百合 

（公明党） 

防災 

○ 災害ケースマネジメントについて 

・ 能登半島地震に対し、本市が派遣した人員と活動内容、また今後

の予定は 

・ 本市で災害が発生したとき、災害に対する支援体制、また近隣市

町や民間企業、団体との連携（協定）は 

・ 災害ケースマネジメントの体制構築の取組について、本市の考え 

 は 

 

福祉保健 

○ ヤングケアラー支援体制について 

・ 当初予算の事業内容は 

・ 意識調査・実態調査の内容は 

・ 意識調査・実態調査の結果は 

・ 調査の結果から、本市の考える課題と対策は 

・ 子育て世帯訪問支援事業の内容は 

 

保健・教育 

○ 学校においての献血の啓発について 

・ 近年の綾部市の献血者数は 

・ 安定的に血液量や献血者数を確保するため持続可能な取組が必要

と考えるが、本市の見解は 

・ 若年層の献血者を増やすため、小中学校において献血の果たす役

割等に触れることが重要と思うが、本市の現状は 

 

 

 

 

 

 



【一般質問】 

令和６年３月７日（木）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

11 
柳 原 秀 一 

（創政会） 

防災 

○ 市の防災体制について 

・ 防災体制の現状と能登半島地震を受けての課題は 

・ 上下水道管の耐震状況と復旧計画は 

・ 上水道浄水場及び集落排水を含む下水道処理場の耐震化、非常用

電源設備は 

・ 自主避難所の支援体制は 

・ 災害備蓄の見直しは 

・ 大型ヘリポートの整備状況は 

 

保健推進 

○ 綾部市立病院の経営状況について 

・ 現在の経営状況は 

・ 今後の経営改善の予定は 

 

環境 

 〇 戸別ごみ収集事業について 

  ・ 事業内容は 

 

12 
河 北 ひさ子 

（酪友会） 

環境 

○ 太陽光パネルについて 

・ 太陽光パネルの設置、推進についての考えは 

・ 耕作放棄地や休耕田を買収し、太陽光パネルを設置している現状

について 

・ 太陽光パネルの耐用年数や安全性について 

 

消防 

○ 京都府中・北部地域消防指令センター移転に関して 

  ・ 京都府中・北部地域消防指令センターができ、これまでの指令室

はなくなるのか           

・ あんしんカード、救急キットなどの活用はスムーズにいくのか 

 

13 
井 田 佳代子 

（日本共産党） 

防災 

○ 長期化が予想される避難所の課題について 

・ 避難所スタッフの配置に女性が必要と言われているが現状は 

・ 慢性疾患患者や感染防止を考えた環境整備を 

・ トイレ問題は重要項目になるが対応は 

・ 車中避難の周知は 

・ ペット同行避難、同伴避難の対応は 

・ 避難所となる体育館のエアコン設置の計画は 

 

高齢者支援 

 ○ 住み慣れた地域でその人らしく暮らすために 

・ 市の介護アンケートから見えた課題と対策は 



・ 市内介護事業所の職員不足の状況は 

 

国保 

 〇 市民に寄り添った国保制度を 

  ・ 子育て支援の観点からも子どもの均等割の全額免除ができないか 

・ 医療費の限度額適用認定証発行状況はどうか 

・ 市民に寄り添った国保料相談窓口が必要ではないか 

 

14 
藤 岡 康 治 

（民政会） 

観光 

○ 観光拠点について 

・ 市内全体の観光入込客数の状況は 

・ あやべ観光案内所の利用件数の推移は 

・ あやべ観光案内所のお土産など売上の推移は 

・ あやべ特産館の売上と入込客数の状況は 

・ 綾部市資料館の入館者数の推移は 

・ 綾部市資料館の展示室とあやべ観光案内所をあやべグンゼスクエ

アに移転しては 

・ あやバスの駅北乗り入れについて 

 

土地利用 

○ 地籍調査について 

  ・ 地籍調査の進行状況は 

・ 所有者が行方不明・相続放棄などの場合調査方法はどうなるのか 

・ 災害時の迅速な復旧・整備や固定資産税算定・空き家の売買など

支障になっていないか 

・ 令和２年に国土調査法の改定があり様々な手法が可能になった。

スピードアップするのか 

・ 事業量を増やして地籍調査の範囲を広げる事は可能か 

 

15 
渡 辺 弘 造 

（創政会） 

社会 

○ 空き家対策について 

・ 本市直近の空き家件数は 

・ 移住者に対する補助や近隣の住民が購入した場合の補助は 

・ 処分された場合の持ち主への補助は 

・ 空き家対策評価の具体的な数値は 

・ 空き家管理への指導は現在行っているか  

・ 放置空き家に対する今後の取組は 

 

○ 公民館設備について 

・ 各地区公民館の設立年度は 

・ 各公民館大ホールの空調設備、トイレ洋式化の現状は 

・ 大ホールの空調設備に対する考え方、２階にある施設への考え方 

 は 

・ トイレ改善への考え方は 

・ 災害用自販機への考え方は 

 

 


